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論 文 内 容 の 要 旨

著者は脳腫癌におけるアイソトープの摂取様式とその組織像, 特に塵癌の悪性度との関係を見るため脳

腫癌の患者に P 32を投与 し以下の実験を行なった｡ すなわち, 得られた組織片につき Schneider の方法

により燐の分画を行ない, その各々について放射能の測定と燐の定量を行なって得られた結果を組織標本

と比較検討 した｡

このようにして37例の脳腫場について検討 した結果は次のどとくである｡

1) 核酸分画のカウン Tl比が組織の悪性度に最もよく一致し, 酸可溶性分画のカウン ト比がこれに次 ぐ

が, 比活性度も大体組織の悪性度に一致 した｡

2) 本実験の方法では M eningiom a や G liom a 等と Schw annom a, Pituitary adenom a 等と相互

に比較するのは適当でないが, 同一種類の G liom a とか M eningi om a 群の中ではアイソ トープ摂取量は

組織の悪性度所見とよく一致する｡

3) P 32 摂取量の上から, カウン ト比, 比活性皮, 比活性度率等を基準とし, 明らかに悪性である

G lioblastom a や良性である A strocytom a 等に対し, 悪性度が充分明らかでないいくつかの鷹揚を対比

させて見ると, その結果は臨床経過にかなりよく適合 し, それらの腰湯の性格をある程度理解するのに有

用であった｡

4) 対照組織には脳および筋肉組織を用いたが, これら二つの場合には著明な差は認められなかった｡

5) 燐含有量は塵癌組織よりも脳組織に多かったが, これは脳には大量の燐脂質が含まれる故であり,

核酸および酸可溶性分画の燐はむしろ塵癌に多かった｡ 脳腫場においては脳を対照とするとき, 燐脂質分

画の比活性度率が非常に高かったが, これは脳のこの分画の比活性度が非常に低かったためで, この分画

の代謝が特に高かったためとは考えがたい｡

6) P32摂取量と組織の細胞密度や血管分布の問には本実験においては 一定の関係が見出せなかった.
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は脳腫疾患者につき産湯のアイソト- プ P 32 摂取様式とその組織像とくに組織学的悪性度との関

係をしらべたものである｡ すなわち手術でえられた脳腫揚組織片につき Schneider の方法により燐の分

画を行ない, そのおのおのについて放射能の測定と燐の定量を行ない, その成績を組織標本と比較したの

である｡

37例の脳腫癌での検査結果によると, 核酸分画のカウント比が組織の悪性度にもっともよく一致し, 醍

可溶性分画のカウンT.比がこれにつ ぐが, 比活性度も大体組織の悪性度に一致する.

対照組織には脳および筋肉組織をもちいたが, これら両者の問には特別な差は認められなかった｡

なお P 32 摂取量と腰痛組織の細胞密度や血管の多少との問には一定の関係を見出しえなかった｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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